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さらに新しいビジネスモデルやサービ

スが生まれるでしょう」とジェイコブ・

ウィリアムズ氏は強調する。他に、ユ

ーザーのインターネット上での行動パ

ターンが変わるという指摘もある。

　一方、新gTLDをビジネスに役立て

るにはパートナーの存在が不可欠とな

る。新gTLDの登録は専門知識やノウ

ハウがなければ困難だからだ。そこで、

アーバンブレインは、ICANN公認の

組織として、企業の新gTLD取得支援

を開始した。具体的には、求める文字

列が申請可能かどうかという調査、ど

のような形で申請すべきかといったビ

ジネス視点でのコンサルティング、さ

らには取得後のシステム運用サポート

などを提供する。「申請の予定はなくと

も、自社の社名に似たgTLDが申請さ

れないかを監視してほしいというニー

ズにも対応します」とブライアン・ビ

ュッキング氏は話す。すでに複数の有

名企業から相談を受けているという。

　インターネットの世界に再びやって

きた新gTLDという新しい波。過去にイ

ンターネットがビジネスに与えた影響

を考えると、この潮流が次の時代のビ

ジネスを左右する可能性は高い。   A

インターネットの新たな進化が
ビジネスに与える影響とは

　ビジネスにも関わりの深いインター

ネットに、大きな変化が起ころうとし

ている。ホームページのURLには、ほ

とんどの場合、末尾に「.com」や「.jp」

などの表記がある。これは、TLD（Top 

Level Domain）というもの。「.jp」の

ような国・地域別のccTLD（country 

code Top Level Domain）のほか、

世界中で使われる「.com」や「.org」

などのgTLD（gener ic Top Level 

Domain）がある。

　このgTLDが本年中に自由化され

る予定だ。しかも、世界の主要言語に

対応するという。つまり、「.○○電気」

「.□□商会」など、企業は社名やブラ

ンド名を日本語で末尾に配したURL

を持つことができるわけだ。詳しい説

明は省略するが、この決定がビジネス

に与える影響は非常に大きい。

　まず、分かりやすいのは商標保護

への活用である。「有名企業の多く

は、http://www.urbanbrain.comに

対しhttp://www.urbambrain.com

というふうに、類似のドメイン名

（urbanbrainの部分）を登録され、悪

用されるリスクに悩んでいます。しか

し、自由化されるとはいえgTLDの登

録は ICANNという国際団体によって

厳正な審査が行われます。類似ドメイ

ンと判断されたgTLD登録は当然登録

できませんから、こうしたリスクを低

減できるようになります」とアーバン

ブレインの才門 功作氏は話す。

変化をチャンスに変えるには
パートナー選定がカギを握る

　また、「.アーバンブレイン」といっ

たgTLDを取得すれば、標準的な決ま

りごとさえ守れば、このインターネッ

ト領域をより自由に活用できるように

なる。「様々なイノベーションのフィ

ールドとなってきたインターネットだ

けに、すぐに新しい活用法が提案され、
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インターネットの世界に新たな変化が起きようとしている。従来、厳しく制限さ
れていたURLの末尾にある「.com」などの表記が自由化されるのだ。果たし
て、この変化はビジネスにどのような影響を与えるのか。ドメイン名登録サービ
スで高い実績を誇るインターリンクの関連企業であり、この分野のコンサルティ
ングサービスを提供するアーバンブレインのキーマンに話を聞いた。

新ビジネス創出からリスク管理まで
ビジネスを変える「自由化」が始まる

ビジネスの視点で見る インターネットの最新動向




